
JP 2014-197132 A 2014.10.16

(57)【要約】
【課題】画素の欠陥の発生を抑制しつつ、モアレの発生
を抑制することができる表示装置を提供することを目的
とする。
【解決手段】本開示の表示装置は、複数の副画素を含む
画素が二次元配列され、カラーフィルタが積層された表
示部と、表示部に積層され、複数の単位領域が、第１の
方向に列状に配置され、単位領域の光の透過と遮光を切
り換える液晶表示パネルであるバリア部と、を備え、バ
リア部は、単位領域毎に配置され、第２の方向に延在す
る複数のバリア電極を有するバリア基板と、バリア基板
に対向して配置された対向基板と、バリア基板と対向基
板との間に注入された液晶層と、バリア基板と対向基板
との間に配置された複数のスペーサと、を有し、スペー
サは、複数のバリア電極のうちの１つのバリア電極と当
該１つのバリア電極に隣接する他のバリア電極との間に
配置され、かつ、第２の方向に隣接するスペーサと重な
る前記カラーフィルタのフィルタとは、異なる色のフィ
ルタと重なる。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の副画素を含む画素が二次元配列され、複数の異なる色のフィルタが前記副画素に
対応する位置に配置されたカラーフィルタが積層された表示部と、
　前記表示部に積層され、第１の方向に垂直な第２の方向に延伸する複数の単位領域が、
前記第１の方向に列状に配置され、前記単位領域の光の透過と遮光を切り換える液晶表示
パネルであるバリア部と、を備え、
　前記バリア部は、前記単位領域毎に配置され、前記第２の方向に延在する複数のバリア
電極を有するバリア基板と、前記バリア基板に対向して配置された対向基板と、前記バリ
ア基板と前記対向基板との間に注入された液晶層と、前記バリア基板と前記対向基板との
間に配置された複数のスペーサと、を有し、
　前記スペーサは、複数の前記バリア電極のうちの１つのバリア電極と当該１つのバリア
電極に隣接する他のバリア電極との間に配置され、かつ、前記第２の方向に隣接する前記
スペーサと重なる前記カラーフィルタのフィルタとは、異なる色のフィルタと重なる表示
装置。
【請求項２】
　前記スペーサは、前記カラーフィルタの各色のフィルタが配列された配列方向における
配置ピッチが、同じ色のフィルタの配置ピッチと異なる請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記スペーサは、前記第２の方向に隣接する前記スペーサと重なる前記カラーフィルタ
のフィルタとは、異なる色のフィルタと重なる請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記スペーサは、前記第１の方向の形成位置が、前記第１の方向に隣接する前記スペー
サに対して前記カラーフィルタの各色のフィルタが配列された配列方向における配置ピッ
チの整数倍の距離とは異なる距離ずれている請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記スペーサは、前記第２の方向が長手方向となる請求項１から４のいずれか一項に記
載の表示装置。
【請求項６】
　前記カラーフィルタは、同じ色のフィルタが前記第１の方向に隣接して配置されている
請求項１から５のいずれか一項に記載の表示装置。請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項７】
　複数の副画素を含む画素が二次元配列され、複数の異なる色のフィルタが前記副画素に
対応する位置に配置されたカラーフィルタが積層された表示部と、
　前記表示部に積層され、第１の方向に垂直な第２の方向に延伸する複数の単位領域が、
前記第１の方向に列状に配置され、前記単位領域の光の透過と遮光を切り換える液晶表示
パネルであるバリア部と、を備え、
　前記バリア部は、前記単位領域毎に配置され、前記第２の方向に延在する複数のバリア
電極を有するバリア基板と、前記バリア基板に対向して配置された対向基板と、前記バリ
ア基板と前記対向基板との間に注入された液晶層と、前記バリア基板と前記対向基板との
間に配置された複数のスペーサと、を有し、
　複数の前記スペーサのうち、少なくとも前記バリア電極に重なる位置に配置された前記
スペーサは、前記表示面に平行な方向の断面積が前記対向基板から前記バリア基板に向か
うにしたがって大きくなる表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、画像を表示する表示装置として、利用者（視聴者）が立体的（三次元的）に視認
できる画像を表示する表示装置いわゆる三次元画像表示装置がある。三次元画像表示装置
は、例えば、画像を表示する表示部の表示面側にバリア部が配置されている。バリア部は
、表示部に表示された画像の一部を利用者の右眼に入射させ、一部を利用者の左眼に入射
させるように調整する。
【０００３】
　表示装置は、表示部に表示させる画像の制御とバリア部の制御により、利用者の左右の
眼に別々の画像を到達させることで、利用者に画像を立体的に視認させる。三次元画像表
示装置と同様にバリア部で左右のそれぞれの方向に向けて異なる画像を表示させる２画面
表示装置もある。
【０００４】
　表示装置は、表示部やバリア部に画素電極等が形成された画素基板と、画素基板に対応
して配置された対向基板との間に液晶層が設けた液晶パネルを用いることができる。液晶
パネルは、液晶層を一定の厚みで維持するために、画素基板と対向基板との間に液晶層の
厚み対応したスペーサを配置しているものがある。例えば、特許文献１には、複数のスペ
ーサを、基板面内における少なくとも一部の領域内でランダムに配置している表示装置が
記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１９４２５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載されているようにスペーサをランダムに配置することで、表示画像に
モアレが生じることを抑制できる。しかしながら、スペーサをランダムに配置すると、ス
ペーサが配置される位置によって、スペーサが電極や配線に悪影響を与え、欠陥の原因に
なる場合がある。バリア部に用いる液晶パネルは、１つの画素が、画面の一方向の全域に
配置された線形上であるため、一部で欠陥が生じると、線状に欠陥が発生してしまう。こ
れに対して、スペーサを配線や電極に悪影響を与えない位置に配置することで、欠陥の発
生を抑制することはできるが、スペーサが原因でモアレが発生する場合がある。
【０００７】
　本技術は、かかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、画素の欠陥の発生を抑
制しつつ、モアレの発生を抑制することができる表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本開示の表示装置は、複数の副画素を含む画素が二次元配列され、複数の異なる色のフ
ィルタが前記副画素に対応する位置に配置されたカラーフィルタが積層された表示部と、
前記表示部に積層され、第１の方向に垂直な第２の方向に延伸する複数の単位領域が、前
記第１の方向に列状に配置され、前記単位領域の光の透過と遮光を切り換える液晶表示パ
ネルであるバリア部と、を備え、前記バリア部は、前記単位領域毎に配置され、前記第２
の方向に延在する複数のバリア電極を有するバリア基板と、前記バリア基板に対向して配
置された対向基板と、前記バリア基板と前記対向基板との間に注入された液晶層と、前記
バリア基板と前記対向基板との間に配置された複数のスペーサと、を有し、前記スペーサ
は、複数の前記バリア電極のうちの１つのバリア電極と当該１つのバリア電極に隣接する
他のバリア電極との間に配置され、かつ、前記第２の方向に隣接する前記スペーサと重な
る前記カラーフィルタのフィルタとは、異なる色のフィルタと重なる。
【０００９】
　また、前記スペーサは、前記カラーフィルタの各色のフィルタが配列された配列方向に
おける配置ピッチが、同じ色のフィルタの配置ピッチと異なることが好ましい。
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【００１０】
　また、前記スペーサは、前記第２の方向に隣接する前記スペーサと重なる前記カラーフ
ィルタのフィルタとは、異なる色のフィルタと重なるが好ましい。
【００１１】
　前記スペーサは、前記第１の方向の形成位置が、前記第１の方向に隣接する前記スペー
サに対して前記カラーフィルタの各色のフィルタが配列された配列方向における配置ピッ
チの整数倍の距離とは異なる距離ずれていることが好ましい。
【００１２】
　前記スペーサは、前記第２の方向が長手方向となることが好ましい。
【００１３】
　また、前記カラーフィルタは、同じ色のフィルタが前記第１の方向に隣接して配置され
ていることが好ましい。
【００１４】
　本開示の表示装置は、複数の副画素を含む画素が二次元配列され、複数の異なる色のフ
ィルタが前記副画素に対応する位置に配置されたカラーフィルタが積層された表示部と、
前記表示部に積層され、第１の方向に垂直な第２の方向に延伸する複数の単位領域が、前
記第１の方向に列状に配置され、前記単位領域の光の透過と遮光を切り換える液晶表示パ
ネルであるバリア部と、を備え、前記バリア部は、前記単位領域毎に配置され、前記第２
の方向に延在する複数のバリア電極を有するバリア基板と、前記バリア基板に対向して配
置された対向基板と、前記バリア基板と前記対向基板との間に注入された液晶層と、前記
バリア基板と前記対向基板との間に配置された複数のスペーサと、を有し、複数の前記ス
ペーサのうち、少なくとも前記バリア電極に重なる位置に配置された前記スペーサは、前
記表示面に平行な方向の断面積が前記対向基板から前記バリア基板に向かうにしたがって
大きくなる。
【発明の効果】
【００１５】
　本開示の表示装置は、画素の欠陥の発生を抑制しつつ、モアレの発生を抑制することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、実施形態に係る表示装置の機能構成の一例を示すブロック図である。
【図２】図２は、図１に示す表示装置のバックライトと表示部とバリア部の構成の一例を
示す斜視図である。
【図３】図３は、表示部の画素とバリア部の単位領域との関係を示す斜視図である。
【図４】図４は、表示部及びバリア部を実装したモジュールの概略構成を示す模式図であ
る。
【図５】図５は、表示部の概略構造を表す部分断面図である。
【図６】図６は、表示部の概略構造を表す部分断面図である。
【図７】図７は、表示部の画素表示を表す回路図である。
【図８】図８は、カラー表示における画素の模式図である。
【図９】図９は、バリア部と画素との関係を示す模式図である。
【図１０】図１０は、バリア部の画素電極及び配線を示す模式的に示す正面図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、表示部の画素と視野との関係を示す模式図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、表示部の画素と視線との関係を示す模式図である。
【図１２】図１２は、表示装置と視点と視野との関係を示す模式図である。
【図１３】図１３は、カラーフィルタとバリア部のスペーサと画素電極との関係を示す模
式図である。
【図１４】図１４は、カラーフィルタとバリア部のスペーサと画素電極との関係を示す模
式図である。
【図１５】図１５は、比較例のカラーフィルタとバリア部のスペーサと画素電極との関係
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を示す模式図である。
【図１６】図１６は、視線とスペーサとカラーフィルタと画素との関係を示す模式図であ
る。
【図１７】図１７は、カラーフィルタとバリア部のスペーサと画素電極との関係を示す模
式図である。
【図１８】図１８は、スペーサの一例の概略構成を示す断面図である。
【図１９】図１９は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２０】図２０は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２１】図２１は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２２】図２２は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２３】図２３は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２４】図２４は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２５】図２５は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２６】図２６は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２７】図２７は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２８】図２８は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図２９】図２９は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図３０】図３０は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【図３１】図３１は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本開示の表示装置を実施するための形態（実施形態）につき、図面を参照しつつ詳細に
説明する。以下の実施形態に記載した内容により本開示が限定されるものではない。また
、以下に記載した構成要素には、当業者が容易に想定できるもの、実質的に同一のものが
含まれる。さらに、以下に記載した構成要素は適宜組み合わせることが可能である。なお
、説明は以下の順序で行う。
　　１．実施形態（表示装置）
　　２．適用例（電子機器）
　　　上記実施形態に係る表示装置が電子機器に適用されている例
【００１８】
［１．実施形態（表示装置）］
　以下に説明する実施形態に係る表示装置は、例えば、表示部に積層されるバリア部を制
御することにより、三次元画像を表示させる表示装置などに適用することができる。表示
装置の表示部としては、例えば、液晶表示装置（ＬＣＤ：Liquid　Crystal　Display）、
ＭＥＭＳ（Micro　Electro　Mechanical　Systems）、有機ＥＬ（Electro‐Luminescence
）表示装置、プラズマ表示装置などがある。
【００１９】
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　各実施形態に係る表示装置は、モノクロ表示対応の表示装置、カラー表示対応の表示装
置のいずれにも適用できる。ここで、カラー表示対応の表示装置とした場合、カラー画像
を形成する単位となる１つの画素（単位画素）が、複数の副画素（サブピクセル）から構
成されることになる。より具体的には、カラー表示対応の表示装置では、１つの画素は、
例えば、赤色（Ｒｅｄ；Ｒ）を表示する副画素、緑色（Ｇｒｅｅｎ；Ｇ）を表示する副画
素、青色（Ｂｌｕｅ；Ｂ）を表示する副画素の３つの副画素から構成される。
【００２０】
　１つの画素は、ＲＧＢの３原色の副画素の組み合わせに限定されず、ＲＧＢの３原色の
副画素に更に１色あるいは複数色の副画素を加えて１つの画素を構成することも可能であ
る。より具体的には、例えば、輝度向上のために白色（Ｗｈｉｔｅ；Ｗ）を表示する副画
素を加えて１つの画素を構成したり、色再現範囲を拡大するために補色を表示する少なく
とも１つの副画素を加えて１つの画素を構成したりすることも可能である。
【００２１】
（構成）
　図１は、実施形態に係る表示装置の機能構成の一例を示すブロック図である。図２は、
図１に示す表示装置のバックライトと表示部とバリア部の構成の一例を示す斜視図である
。図３は、表示部の画素とバリア部の単位領域との関係を示す斜視図である。図２及び図
３は模式的に表したものであり、実際の寸法、形状と同一とは限らない。図１に示す表示
装置１は、例えば、本開示の表示装置の一例である。
【００２２】
　表示装置１は、例えば、所定位置から画面を見ている利用者が裸眼で三次元画像を認識
できる画像を表示させる。表示装置１は、図１に示すように、バックライト２と、表示部
４と、バリア部６と、撮像部８と、制御部９とを有する。表示装置１は、バックライト２
、表示部４、及びバリア部６が、例えば、この順で積層されている。
【００２３】
　バックライト２は、表示部４に向けて面状の光を出射する面状照明装置である。バック
ライト２は、例えば、光源と導光板とを有し、光源から出射された光を導光板で散乱させ
つつ、表示部４と対面する出射面から出力する。
【００２４】
　表示部４は、画像を表示する表示装置である。表示部４は、図３に示すように多数の画
素が二次元配列で配置された液晶パネルである。表示部４は、バックライト２から出射さ
れた光が入射する。表示部４は、例えば、各画素５０に入射される光を透過させるか、遮
断させるかを切り換えることで、表示面（例えば、図２の４Ｓ）に画像を表示させる。
【００２５】
　バリア部６は、光学装置である。バリア部６は、表示部４の画像が表示される表示面（
例えば、図２の４Ｓ）、つまり、バックライト２と対面している面とは反対側の面に配置
されている。バリア部６は、表示部４の表示面（例えば、図２の４Ｓ）に対して水平な第
１の方向（例えば、図２及び図３に示すＸ軸方向）に垂直な第２の方向（例えば、図２及
び図３に示すＹ軸方向）に延伸する複数の単位領域１５０を列状に配置する。バリア部６
は、液晶パネルであり、目的とする透過領域あるいは遮光領域に部分的に電圧を印加して
液晶を配向させることにより、各単位領域１５０に入射される光を、光を射出する側の面
（例えば、図２の６Ｓ）から透過させるか、遮断させるかを切り換える。これにより、バ
リア部６は、表示部４に表示される画像を透過させる領域と遮断させる領域とを調整する
。なお、バリア部６の代わりに、液晶レンズなどを表示装置１に適用してもよい。
【００２６】
（表示部４及びバリア部６）
　次に、表示部４及びバリア部６の構成例を説明する。図４は、表示部及びバリア部を実
装したモジュールの概略構成を示す模式図である。図５は、表示部の概略構造を表す部分
断面図である。図６は、表示部の概略構造を表す部分断面図である。図７は、表示部の画
素表示を表す回路図である。図８は、カラー表示における画素の模式図である。
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【００２７】
　表示装置１は、図４に示すように上述したように表示部４とバリア部６が積層されてい
る。また、表示装置１は、表示部４とバリア部６とが接着層４０で接着されている。接着
層４０は、表示部４とバリア部６との透光性の部分に対して透過率の変化が少ない透光性
の接着剤、例えば樹脂で形成されている。表示装置１は、接着層４０を用いて表示部４と
バリア部６とを積層させることで、表示部４とバリア部６との間に空気層がない状態とす
ることができる。
【００２８】
　表示部４は、透光性基板２１と、透光性基板２１上に形成された画素アレイ部１４と、
インターフェース（Ｉ／Ｆ）及びタイミングジェネレータの機能を備えるドライバＩＣ１
６と、フレキシブルプリント基板（ＦＰＣ（Flexible　printed　circuits））１８と、
を備える。表示部４は、透光性基板２１の上に画素アレイ部１４とドライバＩＣ１６とフ
レキシブルプリント基板１８が設けられている。このように、表示部４は、透光性基板２
１に画素アレイ部１４が積層されている。また、表示部４は、画素アレイ部１４の透光性
基板２１とは反対側、つまりバリア部６側に偏光板３５が配置されている。また、表示部
４は、透光性基板２１の画素アレイ部１４とは反対側の面、つまりバックライト２側の面
に偏光板３６が配置されている。つまり、表示部４は、バックライト２からバリア部６に
向けて、偏光板３６、透光性基板２１、画素アレイ部１４、偏光板３５の順で積層されて
いる。また、表示部４は、偏光板３５に接着層４０が積層されている。
【００２９】
　画素アレイ部１４は、液晶層を含む画素５０が表示上の１画素を構成するユニットがｍ
行×ｎ列に配置されたマトリクス（行列状）構造を有している。ドライバＩＣ１６は、外
部から外部信号である、マスタークロック、水平同期信号及び垂直同期信号が入力される
。ドライバＩＣ１６は、外部電源の電圧振幅のマスタークロック、水平同期信号及び垂直
同期信号を、液晶の駆動に必要な内部電源の電圧振幅にレベル変換し、マスタークロック
、水平同期信号及び垂直同期信号としてタイミングジェネレータを通し、垂直スタートパ
ルス、垂直クロックパルス、水平スタートパルス及び水平クロックパルスを生成する。ド
ライバＩＣ１６は、生成した信号を画素アレイ部１４に与える。フレキシブルプリント基
板１８は、一方の端部が透光性基板２１に接続され、他方の端部が外部の回路に接続され
ている。フレキシブルプリント基板１８は、透光性基板２１を介してドライバＩＣ１６と
接続されており、ドライバＩＣ１６への外部信号またはドライバＩＣ１６を駆動する駆動
電力を伝送する。
【００３０】
　次に、バリア部６は、透光性基板１２１と、透光性基板１２１上に形成された電極部１
１４と、フレキシブルプリント基板（ＦＰＣ（Flexible　printed　circuits））１１８
と、を備える。ここで、詳細は後述するが本実施形態のバリア部６は、所定の画像の表示
と非表示を切り換えるのみのであるため、透光性基板１２１上の電極部１１４を用いて表
示を切り替える。当該表示の切り替えは、電極部１１４に接続されたドライバを用いて行
えばよい。当該ドライバに加えて、インターフェース（Ｉ／Ｆ）及びタイミングジェネレ
ータの機能を備えるドライバＩＣをさらに備えていてもよい。バリア部６は、透光性基板
１２１の上に電極部１１４とフレキシブルプリント基板１１８が設けられている。このよ
うに、バリア部６は、透光性基板１２１に電極部１１４が積層されている。また、バリア
部６は、電極部１１４の透光性基板１２１とは反対側、つまり画像を出力する表示面側に
偏光板１３５が配置されている。つまり、バリア部６は、表示部４から画像を出力する面
に向けて、透光性基板１２１、電極部１１４、偏光板１３５の順で積層されている。また
、バリア部６は、透光性基板１２１上の電極部１１４側とは反対側の面に接着層４０が積
層されている。つまり接着層４０は、偏光板３５と透光性基板１２１とに挟まれている。
【００３１】
　電極部１１４は、後述する液晶層を含む画素（単位領域）１５０が、表示上の１画素を
構成するユニットが１方向に列状に配置された構造を有している。フレキシブルプリント
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基板１１８は、一方の端部が透光性基板１２１に接続され、他方の端部が外部の回路に接
続されている。フレキシブルプリント基板１１８は、透光性基板１２１の回路への外部信
号または回路を駆動する駆動電力を伝送する。
【００３２】
　次に、図５を用いて、表示部４の積層構造をより詳細に説明する。表示部４は、ＦＦＳ
（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｃｈｉｎｇ）方式等のいわゆる横電界方式の液晶表
示パネルである。横電界方式として、ＦＦＳ方式のほかにＩＰＳ方式（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ
　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）を用いてもよい。図５に示すように、表示部４は、透光性基板２
１を含む画素基板２０と、この画素基板２０の表面に垂直な方向に対向して配置された対
向基板３０と、画素基板２０と対向基板３０との間に挿設された液晶層６０と、を有する
。また、表示部４は、上述したように画素基板２０側の表面には、偏光板３６が積層され
、対向基板３０側の表面には偏光板３５が積層されている。
【００３３】
　画素基板２０は、透光性基板２１と、マトリックス状に配設された複数の画素電極２２
と、信号線２３と、有機絶縁膜２４と共通電極２５と絶縁膜２６と、を有する。画素基板
２０は、透光性基板２１の表面に、信号線２３、有機絶縁膜２４、共通電極２５、絶縁膜
２６と、画素電極２２とが、この順で積層されている。また、図５では図示を省略したが
、透光性基板２１には、信号線２３と画素電極２２に接続された薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ；Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｔｏｒ）素子Ｔｒが各画素に対応して配置されて
いる。画素基板２０は、透光性基板２１上に積層された信号線２３と、有機絶縁膜２４と
の間に種々の回路が形成される。本明細書では、透光性基板２１と回路が形成された部分
をＴＦＴ基板とする。
【００３４】
　信号線２３は、各画素電極２２に画素信号を供給する画素信号線ＳＧＬ、各ＴＦＴ素子
Ｔｒを駆動する走査信号線ＧＣＬ等の配線である。図５では、信号線２３を１つ層に形成
された配線としたが、絶縁層を介して複数層に積層されていてもよい。
【００３５】
　有機絶縁膜２４は、窒化シリコン等の絶縁性を有する有機材料で形成された膜であり、
信号線２３及び透光性基板２１の表面に積層されている。有機絶縁層２４は、回路上の接
続点以外で、信号線２３が他の導電体と導通することを抑制する。共通電極２５は、有機
絶縁膜２４に積層されたシート状の電極である。共通電極２５は、インジウム錫酸化物（
Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ：ＩＴＯ）や、インジウム亜鉛酸化物（Ｉｎｄｉｕｍ
　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）ＩＺＯ等の透光性導電性材料により形成された透光性な導電体
である。共通電極２５は、後述する共通電極配線に接続される。本実施形態では、１つの
共通電極２５が１つの画素電極２２（１行を構成する画素電極２２）に対応するように配
置されている。なお、共通電極２５は、複数の画素電極２２に共通の板状の電極としても
よい。実施形態に係る共通電極２５は、透光性基板２１の表面に対して垂直な方向（例え
ば、図２及び図３に示すＺ軸方向）において、画素電極２２に対向し、上述した画素信号
線ＳＧＬが延在する方向と平行な方向に延在している。共通電極２５は、図示しない導電
性を有するコンタクト導電柱を介して、駆動電極ドライバから共通電極２５に交流矩形波
形の共通信号が印加されるようになっている。絶縁膜２６は、共通電極２５に積層されて
いる。画素電極２２は、絶縁膜２６に積層されている。画素電極２２は、画素５０毎（複
数の副画素を備えている場合副画素毎）に配置されている。画素電極２２は、信号線２３
の画素信号線と接続されており、画素信号線によって電圧が印加されると駆動電極との間
で電界を形成する。画素電極２２は、印加される電圧によって形成する電界が変化する。
【００３６】
　次に、図７を用いて、画素の回路構成について説明する。画素信号線ＳＧＬは、透光性
基板２１の表面と平行な平面に延在し、画素に画像を表示するための画素信号を供給する
。図７に示す画素基板２０は、マトリックス状に配列した複数の画素５０を有している。
画素５０は、ＴＦＴ素子Ｔｒ及び液晶素子ＬＣを備えている。ＴＦＴ素子Ｔｒは、図７に
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示す例では、ｎチャネルのＭＯＳ（Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏ
ｒ）型のＴＦＴで構成されている。ＴＦＴ素子Ｔｒのソースは画素信号線ＳＧＬに接続さ
れ、ゲートは走査信号線ＧＣＬに接続され、ドレインは液晶素子ＬＣの一端に接続されて
いる。液晶素子ＬＣは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端が共通電極２
５に接続されている。
【００３７】
　画素５０は、走査信号線ＧＣＬにより、画素基板２０の同じ行に属する他の画素と互い
に接続されている。走査信号線ＧＣＬは、ゲートドライバと接続され、ゲートドライバよ
り走査信号Ｖｓｃａｎが供給される。また、画素５０は、画素信号線ＳＧＬにより、画素
基板２０の同じ列に属する他の画素と互いに接続されている。画素信号線ＳＧＬは、ソー
スドライバと接続され、ソースドライバより画素信号Ｖｐｉｘが供給される。さらに、画
素５０は、共通電極２５により、画素基板２０の同じ列に属する他の画素と互いに接続さ
れている。共通電極２５は、駆動電極ドライバと接続され、共通電極ドライバより共通信
号Ｖｃｏｍが供給される。つまり、図７に示す例では、同じ一行に属する複数の画素５０
が一本の共通電極２５を共有するようになっている。
【００３８】
　表示部４は、ゲートドライバにより走査信号Ｖｓｃａｎを、図７に示す走査信号線ＧＣ
Ｌを介して、画素５０のＴＦＴ素子Ｔｒのゲートに印加することにより、画素基板２０に
マトリックス状に形成されている画素５０のうちの１行（１水平ライン）を表示駆動の対
象として順次選択する。表示部４は、ソースドライバにより画素信号Ｖｐｉｘを、図７に
示す画素信号線ＳＧＬを介して、順次選択される１水平ラインを構成する各画素５０にそ
れぞれ供給する。そして、これらの画素５０では、供給される画素信号Ｖｐｉｘに応じて
、１水平ラインの表示が行われるようになっている。表示部４は、共通信号Ｖｃｏｍを印
加し、共通電極２５を駆動する。
【００３９】
　上述したように、表示部４は、走査信号線ＧＣＬを時分割的に線順次走査するように駆
動することにより、１水平ラインが順次選択される。また、表示部４は、１水平ラインに
属する画素５０に対して、画素信号Ｖｐｉｘを供給することにより、１水平ラインずつ表
示が行われる。この表示動作を行う際、表示部４は、その１水平ラインに対応する共通電
極２５を含むブロックに対して共通信号Ｖｃｏｍを印加するようになっている。
【００４０】
　対向基板３０は、ガラス基板３１と、このガラス基板３１の一方の面に形成されたカラ
ーフィルタ３２と、オーバーコート層３３を含む。ガラス基板３１の他方の面には、偏光
板３５が配設されている。また、偏光板３５のガラス基板３１側とは反対側の面には、バ
リア部６が積層されている。オーバーコート層３３は、カラーフィルタ３２の画素基板２
０側の面に積層されている。オーバーコート層３３は、カラーフィルタ３２を他の部材に
対して保護する。
【００４１】
　カラーフィルタ３２は、赤（Ｒ）に着色されたＲのフィルタ３２Ｒ、緑（Ｇ）に着色さ
れたＧのフィルタ３２Ｇ、青（Ｂ）に着色されたＢのフィルタ３２Ｂを周期的に配列して
いる。カラーフィルタ３２は、各フィルタ３２Ｒ，３２Ｂ，３２Ｇの境界にブラックマト
リクス３２ＢＭが配置され、それぞれのフィルタ３２Ｒ，３２Ｂ，３２Ｇの領域がブラッ
クマトリクス３２ＢＭによって分割される。カラーフィルタ３２は、それぞれの色のフィ
ルタ３２Ｒ、３２Ｂ、３２Ｇが、上述した図７に示す各画素５０に対応付けられている。
ここで、表示部４は、３色のフィルタが対応付けられた３つの画素、つまり、Ｒのフィル
タ３２Ｒが対応付けられた画素５０、Ｇのフィルタ３２Ｇが対応付けられた画素５０、Ｂ
のフィルタ３２Ｂが対応付けられた画素５０の３つの画素が１組の単位画素となる。具体
的には、図８に示すように、カラー画像を形成する単位となる１個の画素、すなわち単位
画素５は、例えば、複数の副画素（サブピクセル）を含む。この例では、単位画素５は、
Ｒを表示する副画素５０Ｒと、Ｂを表示する副画素５０Ｂと、Ｇを表示する副画素５０Ｇ
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と、を含む。単位画素５が有する副画素５０Ｒ、５０Ｂ、５０Ｇは、Ｘ方向、すなわち表
示装置１の行方向に向かって配列される。カラーフィルタ３２は、透光性基板２１の表面
に対して垂直な方向（例えば、図２及び図３に示すＺ軸方向）において、液晶層６０と対
向する。なお、カラーフィルタ３２は、異なる色に着色されていれば、他の色の組み合わ
せであってもよい。つまり、単位画素５は、さらに２色以上の副画素を備えていればよく
、例えば、ＲＧＢの３色に加え、シアンやマゼンダやイエロー等の色の副画素を有してい
てもよい。
【００４２】
　液晶層６０は、画素基板２０と対向基板３０との間の領域であり、液晶が注入されてい
る。液晶層６０は、電界の状態に応じてそこを通過する光を変調するものである。表示部
４は、液晶層６０と画素基板２０との間に配向膜６２が設けられ、液晶層６０と対向基板
３０との間に配向膜６４が設けられている。配向膜６２、６４は、液晶層６０の液晶の配
向方向（ラビング方向）を所定の方向にする。
【００４３】
　また、本実施形態の表示部４は、液晶層６０に複数のスペーサ９０が配置されている。
スペーサ９０は、表示面に直交する方向に延在して配置された柱であり、画素基板２０側
の端部が配向層６２と接し、対向基板３０側の端部が配向膜６４と接している。スペーサ
９０は、両端を画素基板２０と対向基板３０のそれぞれと接触させることで、液層層６０
の厚みの変動を抑制する。なお、スペーサ９０の形状は、柱に限定されず、球体等として
もよい。
【００４４】
　次に、図６を用いて、バリア部６の積層構造をより詳細に説明する。バリア部６は、バ
リア電極（画素電極）と共通電極とが液晶層を挟んで配置されている縦電界方式の液晶表
示パネルである。バリア部６は、透光性基板１２１を含むバリア基板１２０と、このバリ
ア基板１２０の表面に垂直な方向に対向して配置された対向基板１３０と、バリア基板１
２０と対向基板１３０との間に挿設された液晶層１６０と、を有する。また、バリア部６
は、対向基板１３０側の表面には偏光板１３５が積層されている。
【００４５】
　バリア基板１２０は、透光性基板１２１と、列状に配設された複数のバリア電極１２２
と、絶縁膜１２４と、を有する。バリア基板１２０は、透光性基板１２１の表面に、絶縁
膜１２４、バリア電極１２２と、が、この順で積層されている。
【００４６】
　絶縁膜１２４は、絶縁性を有する材料で形成された膜であり、透光性基板１２１の表面
に積層されている。絶縁膜１２４は、窒化シリコン（ＳｉＮ）等の絶縁性を有する無機材
料や、アクリル系樹脂（例えばＪＳＤ製ＰＣ系材料）等の絶縁性を有する有機材料等で形
成される。バリア電極１２２は、絶縁膜１２４に積層されている。バリア電極１２２は、
図３に示す単位領域１５０と同様の形状であり、第１方向に沿って延在する細長い板形状
である。バリア電極１２２は、第２方向に複数列状に配置されている。バリア電極１２２
は、フレキシブルプリント基板１１８を介して電圧が印加される。バリア電極１２２は、
電圧が印加されると共通電極１３４との間で電界を形成する。バリア電極１２２は、印加
される電圧によって共通電極１３４を形成する電界が変化する。なおバリア電極１２２の
構成については後述する。
【００４７】
　対向基板１３０は、ガラス基板１３１と、このガラス基板１３１の一方の面に形成され
たオーバーコート層１３３とオーバーコート層１３３のバリア基板１２０側に配置された
共通電極１３４と、を含む。ガラス基板１３１の他方の面には、偏光板１３５が配設され
ている。共通電極１３４は、オーバーコート層１３３に積層されたシート状の電極である
。共通電極１３４は、ＩＴＯや、ＩＺＯ等の透光性導電性材料により形成された透光性な
導電体である。共通電極１３４は、後述する共通電極配線に接続され、いわゆる共通電極
として作動する。
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【００４８】
　本実施形態に係る共通電極１３４は、バリア部６の共通駆動電極（対向電極）として機
能する。なお、バリア部６の共通電極１３４は、全領域を同期させて駆動させるが、バリ
ア電極が並んでいる方向に複数に分割してもよい。共通電極１３４は、図示しない導電性
を有するコンタクト導電柱を介して、駆動電極ドライバから共通電極１３４に交流矩形波
形の共通信号が印加されるようになっている。
【００４９】
　液晶層１６０は、バリア基板１２０と対向基板１３０との間の領域であり、液晶が注入
されている。液晶層１６０は、電界の状態に応じてそこを通過する光を変調するものであ
り、例えば、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ：ツイステッドネマティック）、Ｖ
Ａ（Ｖｉｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ：垂直配向）、ＥＣＢ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａ
ｌｌｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ：電界制御複屈折）等の各
種モードの液晶が用いられる。バリア部６は、液晶層１６０とバリア基板１２０との間に
配向膜１６２が設けられ、液晶層１６０と対向基板１３０との間に配向膜１６４が設けら
れている。配向膜１６２，１６４は、液晶層１６０の液晶の配向方向（ラビング方向）を
所定の方向にする。
【００５０】
　また、本実施形態のバリア部６は、液晶層１６０に複数のスペーサ１９０が配置されて
いる。スペーサ１９０は、表示面に直交する方向に延在して配置された柱であり、バリア
基板１２０側の端部が配向層１６２と接し、対向基板１３０側の端部が配向膜１６４と接
している。スペーサ１９０は、両端をバリア基板１２０と対向基板１３０のそれぞれと接
触させることで、液層層１６０の厚みの変動を抑制する。スペーサ１９０の配置について
は後述する。
【００５１】
　表示部４及びバリア部６は、以上のような構成であり、制御部９からの信号に基づいて
、画素電極２２、バリア電極１２２に印加する電圧を切り換えることで、利用者が三次元
で視認する画像を表示させる。また、表示部４とバリア部６とは、接着層４０によって連
結されている。
【００５２】
　撮像部８は、カメラ等の画像を撮影する機器である。例えば、バリア部６を制御して、
三次元画像を表示する表示装置では、いわゆるヘッドトラッキング技術などが利用される
。このヘッドトラッキング技術では、利用者の右眼に右眼用の画像が入射され、利用者の
左眼に左眼用の画像が入射されるように、利用者の位置情報に基づいて、バリア部６の光
の透過及び遮断が制御される。撮像部８により取得される利用者の画像は、利用者の位置
（例えば、眼球位置）を特定するために用いられる。
【００５３】
　制御部９は、表示装置１の各部の動作を制御する。具体的には、制御部９は、バックラ
イト２の点灯及び消灯や、点灯時の光量及び光の強度を制御し、表示部４に表示させる画
像を制御し、バリア部６の各単位領域１５０の動作（透過・遮断）を制御し、撮像部８の
撮像動作を制御する。制御部９は、撮像部８により撮影される利用者の画像を用いて、ヘ
ッドトラッキングを実行し、表示部４に表示させる画像及びバリア部６の各単位領域１５
０の動作（透過・遮断）を制御することにより、三次元画像の表示を実現する。
【００５４】
　制御部９は、例えば、演算装置であるＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
　Ｕｎｉｔ）と、記憶装置であるメモリとを備え、これらのハードウェア資源を用いてプ
ログラムを実行することによって各種の機能を実現することもできる。具体的には、制御
部９は、例えば、記憶部（図示せず）に記憶されているプログラムを読み出してメモリに
展開し、メモリに展開されたプログラムに含まれる命令をＣＰＵに実行させる。そして、
制御部９は、ＣＰＵによる命令の実行結果に応じて、バックライト２の点灯及び消灯や、
点灯時の光量及び光の強度を制御し、表示部４に表示させる画像を制御し、バリア部６の
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各単位領域１５０の動作（透過・遮断）を制御したりする。
【００５５】
　次に、図９から図１１を用いて、表示装置１の動作について説明する。図９は、バリア
部と画素との関係を示す模式図である。図１０は、バリア部の画素電極及び配線を示す模
式的に示す正面図である。図１１Ａ及び図１１Ｂは、表示部の画素と視野との関係を示す
模式図である。
【００５６】
　表示装置１は、三次元画像を表示させる場合、図９に示すように、バリア部６の一部の
単位領域（画素）１５０を透過領域１７０とし、残りの単位領域（画素）１５０を遮光領
域１７２とする。透過領域１７０は、光を透過する領域であり、遮光領域１７２は、光を
遮る領域である。ここで、表示装置１は、バリア部６が、バリア電極１２２のそれぞれに
印加する電圧を切り換えることで、バリア部６の一部の単位領域（画素）１５０を透過領
域１７０とし、残りの単位領域（画素）１５０を遮光領域１７２とする。バリア部６は、
図１０に示すように、バリア電極１２２と外部の回路とを接続するバリア配線１８０ａ、
１８０ｂ，１８０ｃがそれぞれ複数のバリア電極１２２ａ，１２２ｂ，１２２ｃと接続さ
れている。バリア配線１８０ａ，１８０ｂ，１８０ｃは、並列で配置されたバリア電極１
２２のうち、所定の本数毎のバリア電極１２２に接続されている。これにより、バリア部
６が、同じバリア配線１８０ａ，１８０ｂ，１８０ｃに接続されたバリア電極１２２ａ，
１２２ｂ，１２２ｃを同じ電位にすることができる。また、バリア部６は、バリア配線１
８０ａ，１８０ｂ，１８０ｃの周囲に共通電極１３４と外部の回路とを接続する共通電極
配線１６５が配置されている。
【００５７】
　バリア部６は、バリア配線が所定の本数おきの複数のバリア電極に接続することで、図
９では１４本のバリア配線を番号１から１４のそれぞれ同じ番号のバリア電極１２２に接
続することで、透過領域１７０と遮光領域１７２の位置を連動して切り換えることができ
る。例えば、図９中左側の図のように、番号７から１０のバリア電極１２２に対応する領
域を透過領域１７０としている状態から、番号７のバリア電極１２２に接続しているバリ
ア配線と番号１１のバリア電極に接続しているバリア配線に印加する電圧を切り換えるこ
とで、図９中右側の図のように、番号６から９のバリア電極１２２に対応する領域を透過
領域１７０ａとしている状態とすることができる。これにより、透過領域１７０ａと遮蔽
領域１７２ａの位置を簡単に切り換えることができる。また、バリア部６は、それぞれバ
リア配線１８０ａ，１８０ｂ，１８０ｃに複数のバリア電極１２２を接続することで、切
り替え回路等を設けずに表示を切り換えることができる。
【００５８】
　このように、表示装置１は、観察者の位置を検出し、透過領域１７０と遮光領域１７２
のパターンを決定し、その決定に基づいて、それぞれのバリア配線に電圧を印加すること
で、透過領域１７０と遮光領域１７２とを設けることができる。表示装置１は、透過領域
１７０の位置と、観察者の位置とに基づいて、表示部４の画素に対する観察者のそれぞれ
の眼の視野を特定し、当該視野に含まれる画素（副画素）に表示させる画像を決定し、そ
れぞれの眼用の画像を表示させる。つまり、右眼の視線、左眼の視線が透過領域１７０を
通過して到達する画素（副画素）の位置を特定し、その位置にそれぞれの眼用の画像を表
示させる。これにより、それぞれの眼でそれぞれの眼用の画像を見ることができる。この
とき表示させるそれぞれの眼用の画像を画素の位置によって焦点位置がずれることで、観
察者が三次元と認識できる画像を表示することができる。これにより図１１Ａに示すよう
に視線Ｅ１の角度が９０度に近い場合でも、図１１Ｂに示すように視線Ｅ２の角度が視線
Ｅ１の角度よりも小さくなっても、視線Ｅ１、Ｅ２が到達する位置の画素にそれぞれの眼
用の画像を表示させることができる。
【００５９】
　図１２は、表示装置と視点と視野との関係を示す模式図である。表示装置１は、図１２
に示すように、表示面の中央の位置を見た場合の視線Ｅ３と重なる透過領域１７０と画素
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５０とのバリア電極が並んでいる方向（表示面においてバリア電極の長手方向に直交する
方向）における位置が同じ位置となる。これに対して、表示装置１は、中央から距離Ｄ／
２（眼間Ｄの半分、Ｄは例えば６．５ｃｍ）となる位置を見た場合の視線Ｅ４と重なる透
過領域１７０と画素５０とのバリア電極が並んでいる方向（表示面においてバリア電極の
長手方向に直交する方向）における位置が、画素のピッチをａとすると、ａ／２程度ずれ
る。したがって、表示装置は、バリア配線を繋げるパターンまたはバリア電極の配置ピッ
チを透過領域の位置と画素の位置とのバリア電極が並んでいる方向におけるずれに対応し
てずらすことが好ましい。具体的には、バリア電極のピッチは、２ａ－（ａ／２）／（（
Ｄ／２／２ａ）＝２ａ－２ａ２／Ｄとすることが好ましい。また、バリア電極の配置ピッ
チは、上記式に限定されず他の基準に基づいて、画素の配置ピッチピッチに対して配置ピ
ッチをずらしてもよい。
【００６０】
　次に、バリア部６に設けたスペーサについて説明する。図１３は、カラーフィルタとバ
リア部のスペーサと画素電極との関係を示す模式図である。図１４は、カラーフィルタと
バリア部のスペーサと画素電極との関係を示す模式図である。図１５は、比較例のカラー
フィルタとバリア部のスペーサと画素電極との関係を示す模式図である。図１６は、視線
とスペーサとカラーフィルタと画素との関係を示す模式図である。
【００６１】
　表示装置１のバリア部６は、図１３に示すように、スペーサ１９０がバリア電極１２２
とバリア電極１２２との間、言い換えると複数のバリア電極１２２のうちの１つのバリア
電極１２２と当該１つのバリア電極１２２に隣接する他のバリア電極１２２との間に配置
されている。つまり、スペーサ１９０は、表示面に直交する方向から見た場合、バリア電
極１２２と重ならない位置に配置されている。
【００６２】
　また、バリア部６は、スペーサ１９０の形成位置が、バリア電極１２２が並んでいる方
向（配列方向、第１の方向）に隣接するスペーサ１９０に対してカラーフィルタ３２の各
色のフィルタが配列された方向における配置ピッチと異なるピッチとなる位置である。つ
まり、スペーサ１９０は、バリア電極の配列方向の形成位置が、バリア電極の配列方向に
隣接するスペーサに対してカラーフィルタの各色のフィルタが配列された配列方向におけ
る配置ピッチの整数倍の距離とは異なる距離ずれている。
【００６３】
　また、バリア部６は、表示面に直交する方向から見た場合、カラーフィルタ３２の異な
る色のフィルタ３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂが並んでいる方向において、複数のスペーサ１９
０の配置ピッチが、フィルタ３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂの配置ピッチとは異なるピッチで配
置されている。
【００６４】
　表示装置１は、図１４に示すように、バリア電極の配列方向（第２の方向）において、
スペーサ１９０ａの一定のピッチで配置してもよいがこれに限定されない。表示装置１は
、スペーサ１９０ａが、バリア電極の配列方向（第２の方向）において、隣接するスペー
サ１９０ａと異なる色のフィルタ３２Ｒ、３２Ｇ、３２Ｂと重なっていればよく、ランダ
ムに配置してもよい。また、表示装置１は、スペーサ１９０ａが、バリア電極の配列方向
（第１の方向）において、隣接するスペーサ１９０ａと異なる色のフィルタ３２Ｒ、３２
Ｇ、３２Ｂと重なっていればよく、ランダムに配置してもよい。
【００６５】
　表示装置１は、バリア電極１２２の間にスペーサ１９０を配置することで、スペーサ１
９０に係る負荷がバリア電極１２２に伝達し、バリア電極１２２の導通等に悪影響を与え
ることを抑制することができる。
【００６６】
　また、表示装置１は、スペーサ１９０のバリア電極の配列方向の形成位置を、バリア電
極の配列方向に隣接するスペーサに対してカラーフィルタの各色のフィルタが配列された
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配列方向における配置ピッチの整数倍の距離とは異なる距離ずらすことで、異なる色のフ
ィルタ上に配置することができる。また、スペーサを上記間隔で配置することで、表示部
４とバリア部６との相対位置によらず、スペーサを異なる色のフィルタ上に設置すること
ができる。
【００６７】
　図１５に示す表示装置２０１は、本実施形態では、３色のフィルタ２３２Ｒ、２３２Ｇ
、２３２Ｂのうち、赤のフィルタ２３２Ｒと重なる位置にスペーサ２９０が配置されてい
る。つまり、表示装置１は、スペーサ２９０が、バリア電極の延在方向及び配列方向にお
いて隣接するスペーサ２９０と同じ色のフィルタと重なっている。
【００６８】
　表示装置２０１は、バリア電極の延在方向において、同じ色のフィルタ２３２の上にス
ペーサ２９０を形成しているため、図１６に示すように、視点３０１を基準とした場合の
視線Ｅａ１、Ｅａ２、Ｅａ３の位置が、バリア電極１２２の延在方向において視点３０１
の正面から遠くなる視線Ｅａ１、Ｅａ２、Ｅａ３の順で、表示部の表面に対する傾斜角が
小さくなる。これにより、スペーサ２９０が同じフィルタ２３２Ｒに積層されていてもス
ペーサ２９０を通過する光の色、つまりスペーサ２９０を通過する視点３０１に向かう光
の色）は、スペーサ２９０の位置によって異なる。つまり、視線Ｅａ１は、赤のフィルタ
２３２Ｒ及びスペーサ２９０を通過し、視線Ｅａ２は、赤のフィルタ２３２Ｒに隣接した
緑のフィルタ２３２Ｇ及びスペーサ２９０を通過し、視線Ｅａ３は、フィルタ２３２Ｒか
ら２つと隣接した青のフィルタ２３２Ｂ及びスペーサ２９０を通過する。このように、表
示装置２０１は、バリア電極の延在方向の位置によって、スペーサを透過する光の色が位
置によって変化してしまう。このように色が変化してしまいと生じる可能性がある虹色の
モアレの原因となる。
【００６９】
　これに対して、表示装置１は、上述したようにバリア電極の延在方向において、スペー
サ９０が隣接するスペーサと重なる色に積層されていることで、スペーサが通過する色が
、ＲＧＢで徐々に変化し、モアレの発生を抑制することができる。
【００７０】
　図１７は、カラーフィルタとバリア部のスペーサと画素電極との関係を示す模式図であ
る。図１７に示す表示装置は、表示面に直交する方向から見た場合、スペーサ１９０ｂは
、バリア電極１２２の延在方向が長手方向となる形状である。このように、スペーサ１９
０ｂを配列方向が長手となるアスペクト比が１より大きい形状とすることで、バリア電１
２２の間が狭い場合でもスペーサ１９０ｂを好適に配置することができる。
【００７１】
　また、スペーサ１９０ｂは、延在方向において、複数の色のフィルタに重なる範囲に配
置することが好ましい。これにより、モアレの発生をより好適に抑制することができる。
さらに、スペーサ１９０ｂは、全色のフィルタに重なる範囲に配置することがより好まし
い。これにより、モアレの発生をさらに好適に抑制することができる。
【００７２】
　図１８は、スペーサの一例の概略構成を示す断面図である。表示装置１は、図１８に示
すようにスペーサ１９０ｃを対向基板１３０ａから画素基板１２０ａに向かうにしたがっ
て、断面積（表示面に平行な面で切断した面の面積）が増加する形状である。具体的には
、スペーサ１９０は、軸方向に平行な面で切断した断面における、側面が対向基板１３０
ａから画素基板１２０ａに向かうにしたがって広がるテーパを有する柱となる。
【００７３】
　図１８に示すようにスペーサ１９０ｃを対向基板１３０ａから画素基板１２０ａに向か
うにしたがって、対向基板から前記バリア基板に向かうにしたがって断面積が大きくなる
形状とすることで、画素基板１２０ａに係る力を分散し、小さくすることができる。これ
により、スペーサが画素基板１２０ａ側の設置位置に与える悪影響を抑制することができ
る。
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【００７４】
　図１８に示す表示装置は、スペーサ１９０ｃがバリア電極３２２と重なっている。この
ように、表示装置は、画素基板１２０ａ側に向かって断面積が大きくなるスペーサ１９０
ｃを設けた場合、スペーサ１９０ｃをバリア電極３２２と重ねて配置してもバリア電極３
２２に悪影響を与えることを抑制できる。
【００７５】
　表示装置は、スペーサ１９０ｃを用いる場合もカラーフィルタに対する配置を上述した
配置とすることで、上記効果を得ることができ、かつ、スペーサの形状により、バリア電
極３２２への悪影響を与えることを抑制できる。なお、図１８に示す表示装置は、スペー
サのうち、少なくともバリア電極３２２に重なる位置に配置されたスペーサを、上述した
スペーサ１９０ｃとすることで、上記効果を得ることができる。図１８に示す表示装置は
、バリア電極への悪影響を抑制しつつ、スペーサ１９０ｃをランダムに配置することが可
能となる。
【００７６】
　また、上記実施形態では、三次元画像を表示させる表示装置として説明したが、画面の
左右それぞれいる観察者に向けて別々の画像を表示させる２画面表示の表示装置としても
よい。この場合も、上記処理を行うことで、一方の画像を視認する位置で他方の画像が見
えるクロストークが生じることを抑制することができる。
【００７７】
［２．適用例］
　本開示の適用例として、上述した表示装置１を電子機器に適用した例を説明する。
【００７８】
　図１９乃至図３１は、本実施形態に係る表示装置を備えた電子機器の一例を示す図であ
る。本実施形態に係る表示装置１は、携帯電話、スマートフォン等の携帯端末装置、テレ
ビジョン装置、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、ビデオカメラ、或い
は、車両に設けられるメータ類などのあらゆる分野の電子機器に適用することが可能であ
る。言い換えると、本実施形態に係る表示装置１は、外部から入力された映像信号或いは
内部で生成した映像信号を、画像或いは映像として表示するあらゆる分野の電子機器に適
用することが可能である。電子機器は、表示装置に映像信号を供給し、表示装置の動作を
制御する制御装置を備える。
【００７９】
（適用例１）
　図１９に示す電子機器は、本実施形態に係る表示装置１が適用されるテレビジョン装置
である。このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル５１１及びフィルターガラス
５１２を含む映像表示画面部５１０を有しており、この映像表示画面部５１０は、本実施
形態に係る表示装置である。
【００８０】
（適用例２）
　図２０及び図２１に示す電子機器は、本実施形態に係る表示装置１が適用されるデジタ
ルカメラである。このデジタルカメラは、例えば、フラッシュ用の発光部５２１、表示部
５２２、メニュースイッチ５２３及びシャッターボタン５２４を有しており、その表示部
５２２は、本実施形態に係る表示装置である。図２０に示すように、このデジタルカメラ
は、レンズカバー５２５を有しており、レンズカバー５２５をスライドさせることで撮影
レンズが現れる。デジタルカメラは、その撮影レンズから入射する光を撮像することで、
デジタル写真を撮影することができる。
【００８１】
（適用例３）
　図２２に示す電子機器は、本実施形態に係る表示装置１が適用されるビデオカメラの外
観を表すものである。このビデオカメラは、例えば、本体部５３１、この本体部５３１の
前方側面に設けられた被写体撮影用のレンズ５３２、撮影時のスタート／ストップスイッ
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チ５３３及び表示部５３４を有している。そして、表示部５３４は、本実施形態に係る表
示装置である。
【００８２】
（適用例４）
　図２３に示す電子機器は、本実施形態に係る表示装置１が適用されるノート型パーソナ
ルコンピュータである。このノート型パーソナルコンピュータは、例えば、本体５４１、
文字等の入力操作のためのキーボード５４２及び画像を表示する表示部５４３を有してお
り、表示部５４３は、本実施形態に係る表示装置により構成されている。
【００８３】
（適用例５）
　図２４～図３０に示す電子機器は、本実施形態に係る表示装置１が適用される携帯電話
機である。図２４は携帯電話機を開いた状態での正面図、図２５は携帯電話機を開いた状
態での右側面図、図２６は携帯電話機を折りたたんだ状態での正面図、図２７は携帯電話
機を折りたたんだ状態での左側面図、図２８は携帯電話機を折りたたんだ状態での右側面
図、図２９は携帯電話機を折りたたんだ状態での平面図、図３０は携帯電話機を折りたた
んだ状態での底面図である。当該携帯電話機は、例えば、上側筐体５５１と下側筐体５５
２とを連結部（ヒンジ部）５５３で連結したものであり、ディスプレイ５５４、サブディ
スプレイ５５５、ピクチャーライト５５６及びカメラ５５７を有している。当該ディスプ
レイ５５４は、表示装置１が取り付けられている。携帯電話機のディスプレイ５５４は、
画像を表示する機能の他に、タッチ動作を検出する機能を有していてもよい。
【００８４】
（適用例６）
　図３１に示す電子機器は、携帯型コンピュータ、多機能な携帯電話、音声通話可能な携
帯コンピュータ又は通信可能な携帯コンピュータとして動作し、いわゆるスマートフォン
、タブレット端末と呼ばれることもある、情報携帯端末である。この情報携帯端末は、例
えば筐体５６１の表面に表示部５６２を有している。この表示部５６２は、本実施形態に
係る表示装置である。
【符号の説明】
【００８５】
　１　表示装置
　２　バックライト
　４　表示部
　４Ｓ　表示面
　５、５Ｍ　単位画素
　６　バリア部
　８　撮像部
　９　制御部
　１４　画素アレイ部
　１６　ドライバＩＣ（ＩＣ）
　１８　フレキシブル基板
　２０　画素基板
　２１　透光性基板
　２２　画素電極
　２３　信号線
　２４　有機絶縁膜
　２５　共通電極
　２６　絶縁膜
　３０　対向基板
　３１　ガラス基板
　３２　カラーフィルタ
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　３２Ｒ　フィルタ
　３２Ｇ　フィルタ
　３２Ｂ　フィルタ
　３２ＢＭ　ブラックマトリクス
　３３　オーバーコート層
　３５　偏光板
　３６　偏光板
　４０　接着層
　５０　画素
　５０Ｒ　副画素
　５０Ｂ　副画素
　５０Ｇ　副画素
　６０　液晶層
　６２　配向膜
　６４　配向膜
　９０　スペーサ
　１１４　電極部
　１１８　フレキシブル基板
　１２０　バリア基板
　１２１　透光性基板
　１２２、１２２ａ、１２２ｂ、１２２ｃ　バリア電極
　１２４　絶縁膜
　１３１　ガラス基板
　１３３　オーバーコート層
　１３４　共通電極
　１３５　偏光板
　１５０　単位領域
　１６０　液晶層
　１６２　配向膜
　１６４　配向膜
　１６５　共通電極配線
　１７０　透過領域
　１７２　遮光領域
　１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃ　バリア配線
　１９０　スペーサ
　２０１　表示装置
　２９０ａ　スペーサ
　３０１　視点
　３２２　バリア電極
　５１０　映像表示画面部
　５１１　フロントパネル
　５１２　フィルターガラス
　５２１　発光部
　５２２　表示部
　５２３　メニュースイッチ
　５２４　シャッターボタン
　５２５　レンズカバー
　５３１　本体部
　５３２　レンズ
　５３３　スタート／ストップスイッチ
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　５３４　表示部
　５４１　本体
　５４２　キーボード
　５４３　表示部
　５５１　上側筐体
　５５２　下側筐体
　５５４　ディスプレイ
　５５５　サブディスプレイ
　５５６　ピクチャーライト
　５５７　カメラ
　５６１　筐体
　５６２　表示部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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置在对置基板之间的多个设置成面对屏障基板，和阻挡衬底和对置基
板，阻挡衬底和对置基板之间注入的液晶层其中，间隔物设置在多个阻
挡电极中的一个阻挡电极和与一个阻挡电极相邻的另一个阻挡电极之
间，并且在第二方向上与阻挡电极相邻与间隔物重叠的滤色器的过滤
器，与重叠不同颜色的滤光器的。 点域5
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